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Ⅰ 個々の課題に応じた学び

個々の能力や特性に応じた最適化された学びを提供することで基礎的・
基本的な力を身につける学び

学ぶ内容の最適化

習得状況の可視化
学習進度の把握

学ぶ方法の最適化

多様な学び方の提供
学習場面の提供

基礎的・基本的な知識・技能の習得

・ ICTを活用することで子どもたちの思考や習得状況が可視化されるため、個
々の状況を的確に把握することができ、学ぶ内容を吟味することで「子ども・
教材・教員」のバランスの取れた学習指導を実施することができる。

・ 子どもたちの思考や習得状況が可視化されるため、ペア学習やグループ学習
を明確な意図に基づいて編成することができる。（深めたい場合は同じ考えの
子ども、広げたい場合は違う考えの子どもでグループ等を編成する 等）



Ⅱ 主体的・協働的な学び

土台となる力を習得・発揮しながら能動的な学び（アクティブラーニン
グ）によって思考の活性化を図る学び

思考
の

活性化

〇 発見学習
〇 問題解決学習

〇 体験学習 〇 調査学習

〇 言語・数・情報スキル
〇 論理的・批判的思考力
〇 問題発見解決力・創造力
〇 メタ認知

・ ICTを活用することで子どもたちの思考を容易に整理し、共有することがで
きるため、比較したり関連づけたりする場面や情報・証拠・見解を分析する場
面をしかけ、学びに深まりを生むことができる。

・ 同時に複数の子どもが一つのシートに記録できるため、意見の活発な交流が
生まれ、様々な観点から考えを吟味し、課題を解決したり、新たな課題を発見
したりすることができる。



Ⅲ 探究志向の学び

継続的に学び続ける人間の育成を目指し、知識と知恵・感性を統合し
つつ、より深く思考する能力や自己形成力、他者との人間関係形成力
を向上させる学び

自立的に
学び続ける姿

変化の激しい新しい時代を生き抜く人間

適切な評価
（自己評価･他者評価）

にもとづいて学び続ける姿

学びに向かう力や多様性を尊重する態度、互いの良さを生かし
て協働する力を身につけさせる学習プロセス

適切な評価によって子どもたち自身が学習に価値を見いだす学
習プロセス

・ 学びの必要性を感じ、ICTを活用して知識や技能を獲得しつつ対話を通して
他者の考え方を吟味して取り込む活動を通して、学び方や課題解決の手法を身
につけることができる。

・ 自らの学びを振り返り、他者評価も参考にして適切に自己評価する学びを重
ねることで、自らの成長を振り返りながら次の学びへの意欲を高めることがで
きる。



家庭学習の状況を確認し
適時適切に指導

一人一人の解答を確認して
次時の授業構想の練り直し

個々の学習進度の把握、最適な学びの提供



思考の可視化、協働学習、学びの振り返り

メタ認知的活動

シンキングツールによる
思考の可視化、話し合い活動の充実



地域との連携、表現する対象を意識した発信

学習成果物の
地域に向けた表現・発信



学力の保証、特別支援教育における保護者との連携

多様なサポートの実現
保護者の不安に寄り添う支援



地域学習における活用

ICT活用教育における
地域の協力

保護者の理解

安心して使える
ICT環境整備



教員の研修体制の充実

ネットアドバイザー養成
講座による情報モラル・
セキュリティに対する知
識の定着

ICT支援員やコンテンツ
企業による操作研修会



各小中学校に専門的な
知識を有する大学教授
を招いて授業研究会等
を実施

福田小学校
5月26日 7月15日 10月14日

新地小学校
6月10日 7月13日 9月14日

教員の研修体制の充実



各小中学校に専門的な
知識を有する大学教授
を招いて授業研究会等
を実施

駒ケ嶺小学校
6月1日 7月7日 9月13日

尚英中学校
7月1日 9月5日 11月7日

教員の研修体制の充実



ルーブリック評価の実施



ICTを使うことが
目的ではない
育成したい力に
重点を置いた指導

ルーブリック評価の実施



平成28年度ICT活用発表会



平成28年度ICT活用発表会

来場者アンケートより

・自分の学校では必然性がなければ前に進まないが、本日の
授業を周知することで取り入れてみようとする先生方も増
えると感じた。

・友だちの考えを共有したり、教師が進み具合を知れたりす
ることは、すばらしい。

・今後も最先端のＩＣＴ活用発表会の継続を期待する。

・町としての研究内容と実践が先進であり、これからの時代、
このような教育が中心となっていくのだと改めて感じた。

・新地町の先生方、子どもたち、教育委員会はすばらしい。



ICT活用教育における保護者意識調査の結果
ICT機器を活用した教育が学力の向上に効果的か
ア．効果的である イ．どちらかといえば効果的である
ウ．あまり効果的ではない エ．効果的ではない

平成27年度結果
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「どちらかといえば」
の減少

↓
保護者が判断できるよ
うになってきている

学力の向上に肯定的

持ち帰り学習を行う際に家庭のインターネット接続環境を利用してよいか
ア．家庭のネットワークを利用してよい
イ．これまでと同様にモバイルWi-Fiルータを活用してほしい
ウ．わからない

平成27年度結果 平成28年度結果
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ICTを活用した効果的
な教育が保護者の理解
につながり、協力体制
が構築されつつある。



ICT活用教育における保護者意識調査の結果

・時代にあった学習方法を積極的に活用することはとてもよ
いことだと思う。子どもたちも楽しく興味を持って学習す
ることができる。

・ICTの活用は他の町の保護者からうらやましがられるほどで
す。

・年々有効に使われてきていると思います。個々での使用も
良いですが、調べ→まとめ→発表とグループワークなどで
も使われていて１人ではまとめるのが難しくても。協力し
てやりきるという経験を積んでいっているのも良いと思い
ます。

・ＩＣＴを活用して学力がどれだけ向上したのか過去数年の
データをもとに検証し各家庭に報告してほしい。



議会からの理解



新地町は実証終了後の29年度も
クラウドを利用したICT活用教育を継続

・新地町学校ICT活用協議会の継続

・平成29年度新地町ICT活用発表会の開催（11月15日予定）

・ドリル型学習コンテンツ
・協働学習支援ツール
・協働学習・発表支援ツールの継続利用

・ICT支援員の雇用

次年度の課題
・教員のさらなる指導力向上と授業構成力の向上

（読む・読み取る力の育成等）
・指導と評価の一体化（学習成果物等の適切な評価）
・教員の多忙感の解消
・地域や保護者の理解啓発



ご静聴ありがとうございました。


